
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 鳥取県立智頭農林高等学校 

重点項目 専門人材育成重点校 提出日 令和３年５月１１日 

 

１ 学校目標 

「一人ひとりの生徒を大切」を教育の根幹におき、勤労と責任を重んじ、心身ともに健康で地域産業及び社会 

の発展に貢献できる人材を育てる。 

（１）専門教育の充実  各科の授業実践及び資格取得の取組をとおして、学びの質の向上を図る 

（２）学力向上     基礎学力の定着と授業力の向上 

（３）キャリア教育   進路指導の充実と職業観・勤労観の育成 

（４）こころの教育   規範意識の醸成、基本的生活習慣の確立、家庭との連携 

            自己理解・他者理解に基づいた人間関係づくり、自己肯定感の育成、健やかな体

づくり 

            教育相談、特別支援教育及び人権教育のより一層の充実 

（５）地域連携の充実   地域の教育資源を活かし本校の教育資源を地域に活かす、顔の見える地域連携、

先輩から後輩へ、広報の拡大と充実 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

○地域の産業界や教育機関等と連携し、生徒が将来社

会で求められる多様な知識・技術を習得させ、専門

的な資質・能力を獲得させる。専門教育の基礎・基

本を徹底し、その魅力を伝えることで意識改革を図

り、学習意欲や資格取得に向かう意欲の向上および

育成を目指す。 

○６次産業化など地域の担い手としての意識や自覚

を育み、地域に貢献する人材を育成する。また、多

くの専門教科で学校と地域産業の連携を一層密に

することで、専門教育の深化と魅力化を図ると共に

本校の教育内容に合致した地域との連携を目指す。 

○地域や中学校に対し、本校の特色、専門性の広報を

広く行い、本校の学習内容への興味・関心の喚起を

図る。 

 

 

＜数値目標＞ 

○本校の教育内容と関連した各種事業所等への就職者

および専門性を活かした進学者の割合が３０％また

は１０名を超える。 

○各学科における教育内容と関連した職業資格の合格

率を上昇させる。 

○地元企業や教育機関と連携した各事業は、社会で

活躍される専門的な知識や技術を学ぶ貴重な機

会となっており、生徒の学習意欲や資格取得に向

かう意欲を向上させている。 

 

 

○地域の専門的な教育資源の活用により、より実践

的な専門教育が展開され、専門を活かした地元の

学校への進学・就職が増えていることから、地域

に貢献する人材育成につながっている。 

 

○新型コロナウィルス感染防止のため、中学生体験

入学を１０月に延期し実施した。本校における学校

説明会の実施等により、本校の学習内容への興味・

関心の喚起を図った。 

 

＜数値結果＞ 

○令和２年度本校の教育内容と関連した各種事業

所などへの就職者及び専門性を活かした進学者は   

１９名で割合は４６％（令和元年度２７％） 

○各学科における教育内容と関連した職業資格の

合格率は５８％（令和元年度６６％） 

 

 

様式２ 



３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

①外部人材・社会人講師活用事業 

②キャリア教育充実事業キャリア塾 

【独自事業】 

［森林科学科］ 

（１）若年者ものづくり大会への挑戦 

 ・事業のねらい 

  ①若年者ものづくり大会への挑戦をめざす生徒を一人でも多く育てることで、全体の意欲の向上に繋げ

る。 

②若年者ものづくり大会の課題を学ぶことでより深い専門的技術を習得させる。 

・事業内容 

課題研究（２単位）の授業で、２年生木材加工コース８名を対象に実施。しかし、新型コロナウィル 

ス感染防止対策により早くに大会の中止が決定し生徒の目標がなくなってしまった。 

（２）森林実習及び高大連携事業 

・事業のねらい 

  生徒に関連産業への興味や関心を持たせ、学習意欲を高めることを目的として、専門的な知識と技術 

を有する社会人講師による授業・実習を実施する。このことにより、関連産業への進学・就職者数の増 

加を目的とする。 

・事業内容 

    新型コロナウィルス感染防止のため、計画していた鳥取大学演習林実習や森林組合と連携した高性能

林業機械見学実習が中止となった。 

    社会人講師の指導のもと伐倒実習、作業道敷設実習等を実施した。 

 ＜具体的な事業内容＞ 

①とっとり林業技術訓練センター（グートホルツ）チェーンソー実習 

   （目立て、枝払い、玉切り、安全講習等：２年生森林応用コース対象） 

②学校演習林伐倒・造材実習 

   （立木の伐倒、造材等：２年生森林応用コース対象） 

③学校演習林作業道敷設実習 

   （バックホー操作、作業道敷設等：２年生森林応用コース対象） 

④木のストローづくりと森林教育 

   （木のストローづくり体験等：２年生森林科学科対象） 

（３）森林・林業交流研究発表会への参加 

・事業のねらい 

   発表会への参加及び聴講をとおして、森林・林業に関する幅広い知識を得ることができるとともに、

森林・林業に深い関心や興味を持つことができ、将来関連産業への就職や進学への契機とする。 

・事業内容 

    生徒が授業「課題研究」で活動、研究した内容（「野鳥の生態調査」「棚田の保全活動」等）を近畿中

国森林管理局が主催する森林・林業交流研究発表会にて新型コロナウィルス感染防止のためオンライ

ンで聴講・発表し、日頃の学習の成果を披露した。様々な発表を聴講し、森林・林業に関する幅広い知

識を得ることができた。 

 

［生活環境科］ 

（１）校内作庭実習 



・事業のねらい 

①実践的な作庭（設計から施工まで）を行うことで、より深い専門的技術を習得させる。 

②生徒の学習成果発表の場とする。 

③造園業などの関連産業への理解を深め、将来の進路を考える一助とする。 

・事業内容 

作庭実習 

内 容  作庭実習 

時 期  ８月下旬～１２月上旬 

対 象  生活環境科住環境デザインコースの３年生全員 

（２）衣・住ものづくり 

・事業のねらい 

①「さをり」を活用したものづくり学習を通して、生徒の生活に関する知識と技術の習得や自己実現に

つなげる。 

②「さをり」に関する教職員の知識や技術力の向上を図る。 

③藍染めや「さをり」を使ったオリジナル作品を製作する。 

・事業内容 

①生徒自身が実体験をし、さらにその作品から小物や被服製作等にも取り組んだ。 

  （生活デザインコース『課題研究』さをりコース受講者約９名×週３時間） 

②教職員の技術力向上のため、大阪から講師を招聘し手織りや作品製作に関わる技術研修を計画したが、

新型コロナウィルス感染防止のため、中止とした。 

③地域の方を講師に招き、デザイン・縫製講習会を開催。 

  （対象：生活デザインコースの２、３年生） 

 

［進路意識育成関係］ 

（１）進路意識を高める取組 

 ・事業のねらい 

    事業所パンフレットやインターネット情報では得ることのできない企業等の現場での話や就労体験

活動および上級学校見学等により、３年次の進路選択、職業選択の一助、あるいは就労・進学意識を

高揚させ、高校生活の目標を明確化し、一層充実したものとする。 

  ・事業内容 

①２年生インターンシップ 

対象：２年生全員（４１名） 

期間：１０月１２日～１４日 ３日間（新型コロナウィルス感染防止のため、期間を短縮して実施） 

目的：実際の職業体験を通じて進路意識を高め、主体的な職業選択能力の育成を図る。 

内容：鳥取県東部地区に所在する事業所において、実際にその現場で働く体験を通じ、社会人として

労働の在り方や将来の就職への興味や関心を高める。 

事前指導：挨拶や敬語、その他社会常識、マナー全般なども含めた指導を事前に行った。 

事後指導：「インターンシップ報告会」を開催し、体験を通して発表することで、参加生徒の成長とと

もに１年生に聞かせキャリア教育への意識の効用を図った。 

②地域の企業から学ぶ（智頭町内の企業との連携） 

   対象：全校生徒 

目的：智頭町商工会所属の企業の紹介、その企業が求める人材についての話を聞くことで、生徒の地

元産業や職業に対する理解を深め、地域産業を担う生徒の育成に資する。平成２８年度に開始

した地域と連携した事業。 

内容：智頭町商工会および商工会所属の地域企業（３社程度）による説明会 

平成２９年度までは２年生を対象としていたが、平成３０年度からは全校生徒を対象とした。



これにより、在学３年間で９社の説明を聴くことができる。 

新型コロナウィルス感染防止のため、中止した。 

③１年生進路講演会「先輩から後輩へ」 

対象：１年生全員 

目的：本校１年生が現在取り組んでいる学習（教科・実習)活動の目的を確認し、高校生活をさらに充

実したものとする。 

内容：３月２３日に近年の卒業生を本校へ招き、「高校時代」をいかに過ごすべきかについて語って

いただいた。 

④１年生上級学校等見学会 

対象：１年生全員 

目的：実際に見学することで、より専門的な学習を行う上級学校等の魅力を発見し、１年生から進学

に向けての取組を行う意識を高める。 

内容：１０月１９日、新型コロナウィルス感染防止のため、見学内容を精選し鳥取環境大学と鳥取短

期大学の２校を見学した。 

（２）デュアルシステムの実践に向けた取組 

・事業のねらい 

①専門に関する一貫的、総合的な知識、技術を習得させる。 

②現場を合理的に理解して、実践的な態度と技術を身につけ、「スペシャリストとして地域に貢献でき

る人材」を育成する。 

③コミュニケーション能力を高める。 

・事業内容 

    関連企業（森林組合、木工所等）で５月から１０月（考査期間、夏季休業中は除く）の毎週金曜日に

就業体験を行う。４月の時点では参加希望生徒は数名いたが、新型コロナウィルス感染防止のため、

中止した。 

 

４ 総合所見（成果・評価） 

 専門人材育成に係る取組では、実践的な態度と技術を身に付けることができ、スーパー農林水産業士に１

名が認定された。しかし、新型コロナウィルス感染防止のため多くの事業が計画の見直し・中止となってし

まった。専門人材育成を目的とした専門教育の充実のためには、地域の産業界や教育機関等との連携は欠か

すことができない。本校の教育内容と関連する就職・進学を希望者が増加する中、専門的な知識・技術に直

接触れることで生徒が魅力に気付き、学習内容への興味・関心の深化を図る事業継続は必須である。 

※枚数任意 


